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財務レポート



財務諸表の概要

貸借対照表 B/S

（単位：百万円） （単位：百万円）

科⽬ 平成29年度 平成30年度 増減 科⽬ 平成29年度 平成30年度 増減
資 産 の 部 負 債 の 部
Ⅰ．固 定 資 産 64,689 60,733 △ 3,956 Ⅰ．固 定 負 債 21,779 19,361 △ 2,418 
  １．有形固定資産 63,886 60,377 △ 3,509    資産⾒返負債 10,856 9,764 △ 1,092 
   ⼟   地 22,237 22,237 -                           債務負担⾦ 3,602 2,877 △ 725 
   建   物 27,646 25,829 △ 1,817    ⻑期借⼊⾦ 4,569 4,139 △ 430 
   構 築 物 1,206 1,142 △ 64    ⻑期未払⾦ 2,083 1,841 △ 242 
   ⼯具器具備品 9,101 7,668 △ 1,433    その他の固定負債 667 737 70 
   図   書 2,970 2,983 13 Ⅱ．流 動 負 債 13,161 13,365 204 
   建設仮勘定 139 7 △ 132    運営費交付⾦債務 182 355 173 
   その他の有形固定資産 583 508 △ 75    寄附⾦債務 3,995 3,985 △ 10 
  ２．無形固定資産 199 154 △ 45    ⼀年以内債務負担⾦ 784 724 △ 60 
  ３．投資その他の資産 603 202 △ 401    ⼀年以内⻑期借⼊⾦ 577 429 △ 148 
Ⅱ．流 動 資 産 13,715 15,265 1,550    未 払 ⾦ 4,591 4,736 145 
   現⾦及び預⾦ 8,482 9,383 901    その他の流動負債 3,030 3,129 99 
   未収附属病院収⼊ 4,423 4,745 322 負 債 合 計 34,941 32,727 △ 2,214 
   有 価 証 券 200 399 199 純 資 産 の 部
   医薬品及び診療材料 368 399 31 Ⅰ．資 本 ⾦ 35,617 35,617 -                        
   その他流動資産 240 336 96 Ⅱ．資本剰余⾦  △ 1,386 △ 2,501 △ 1,115 

資 産 合 計 78,404 75,999 △ 2,405 Ⅲ．利益剰余⾦ 9,232 10,156 924 
純 資 産 合 計 43,463 43,272 △ 191 

科⽬の説明 負 債 純 資 産 合 計 78,404 75,999 △ 2,405 

【建設仮勘定】 主な増減要因

　建設中の建物や構築物などにかかる建設費用の一部を竣工前に支出した場合，竣工するまでの間、一時的に計上しておく科目です。

【有価証券】 【資産】

　国立大学法人は業務運営に支障のない範囲において余裕金を運用することができます。 　・建物　幼稚園園舎改修による増　330百万円　減価償却に伴う減　△2,261百万円

　本学が運用できる有価証券は文部科学大臣の指定する範囲に限定されております。 　・工具基部備品　附属病院診療機器取得等による増　1,431百万円　減価償却に伴う減　△2,854百万円

【債務負担⾦】 　・現金及び預金　有価証券償還等に伴う預金の増

　国立大学が法人化された際に国立学校特別会計から大学改革支援・学位授与機構（旧：国立大学財務・経営センター)が承継した借入金です。 【負債】

　借り入れられたお金は附属病院の診療施設、医療機器の整備などに使用しています。 　・大学改革支援・学位授与機構債務負担金、長期借入金　返済に伴う減　△1,363百万円

　期末日の翌日から起算して1年以内に償還期限の到来する金額を流動負債に、1年を超えて償還期限の到来する金額を固定負債に計上しています。

【⻑期借⼊⾦】

　国立大学が法人化された平成16年4月以降の大学改革支援・学位授与機構からの借入金です。

　借り入れられたお金は附属病院の診療施設、医療機器の整備などに使用しています。

　期末日の翌日から起算して1年以内に返済期限の到来する金額を流動負債に、1年を超えて返済期限の到来する金額を固定負債に計上しています。

貸借対照表は、期末(3⽉31⽇)における本学の財政状況(資産、負債及び資産の状況）を表します。



財務諸表の概要

損益計算書 P/L
損益計算書は⼀会計期間(4⽉1⽇から翌3⽉31⽇)の運営状況を表したものです。

（単位：百万円）
科⽬ 平成29年度 平成30年度 増減
経 常 費 ⽤ 44,656 44,839 183 
  教 育 経 費 1,467 1,382 △ 85 
  研 究 経 費 2,312 2,505 193 
  診 療 経 費 17,506 17,875 369 
  教育研究⽀援経費 490 489 △ 1 
  受託研究費 555 554 △ 1 
  共同研究費 289 311 22 
  受託事業費 370 391 21 
  ⼈  件  費 20,518 20,385 △ 133 
  ⼀般管理費  992 828 △ 164 
  そ  の  他 152 115 △ 37 

経常費⽤合計 44,656 44,839 183 
経 常 収 益 45,240 45,780 540 
  運営費交付⾦収益 11,497 11,095 △ 402 
  学⽣納付⾦収益 3,912 3,852 △ 60 
  附属病院収益 25,228 26,449 1,221 
  受託研究収益 566 600 34 
  共同研究収益 295 348 53 
  受託事業等収益 427 451 24 
  寄附⾦収益 770 718 △ 52 
  施設費収益 29 23 △ 6 
  補助⾦等収益 522 267 △ 255 
  資産⾒返負債戻⼊ 1,575 1,523 △ 52 ■教育関係経費　※人件費は除く ■研究関係経費　※人件費は除く

  そ  の  他 415 449 34 　（教育経費／学生数） 　（研究経費／常勤教員数）

   経常収益合計   45,240 45,780 540 
経 常 利 益 584 940 356 
臨 時 損 失 1,792 232 △ 1,560 227千円 2,492千円

臨 時 利 益 87 215 128 
⽬的積⽴⾦取崩額 -                   -                   -                   
当期総損失 (△) △ 1,120 923 2,043 

<参考：前年度> <参考：前年度>

213千円 2,738千円　教員１人当たり年間　学生１人当たり年間

科⽬の説明
【教育経費】

【研究経費】

【⼀般管理費】

【運営費交付⾦収益】

【資産⾒返負債戻⼊】

　・学生等に対し行われる教育に要する経費を対象としています。

　・研究に要する経費を対象としています（ただし受託研究費等の外部資金は除く）。

　・管理運営を行うために要する経費を対象としています。

　・業務運営の基礎的財源として，運営費交付金が国から措置されています。

　・資産の購入に充てた運営費交付金等は，資産見返運営費交付金等とし，購入時点では収益を
認識しません。その後減価償却費と同額の試算見返負債戻入を計上することで損益を均衡させま
す。

主な増減要因
【費⽤】
 ・⼊院患者等が増加により医薬品や診療材料の増加による診療経費の増 369百万円
 ・次世代モビリティ社会実装研究センター等の本稼働による研究経費の増 193百万円
 ・昨年度，桐⽣同窓記念会館改修による修繕費の減少によって⼀般管理費の減 164百万円
【収益】
 ・⼊院患者や外来患者等の増加に伴い附属病院収益の増 1,221百万円
 ・補助事業終了に伴う補助⾦収益の減 255百万円



貸借対照表
資 産 の 部   (単位：百万円) 建物・⼯具器具備品の推移

中期⽬標期間 第1期 第2期
科⽬ 平成16年度 平成22年度 平成28年度 平成30年度

固 定 資 産 70,418 82,171 68,334 60,733 
⼟   地 22,248 22,237 22,237 22,237 
建   物 39,392 56,191 62,587 63,413 

減価償却累計額 △ 2,834 △ 17,698 △ 32,933 △ 37,584 
構 築 物 2,364 3,218 3,729 3,891 

減価償却累計額 △ 344 △ 1,537 △ 2,467 △ 2,749 
機 械 装 置 0 4 339 339 

減価償却累計額 0 △ 3 △ 61 △ 102 
⼯具器具備品 5,759 30,527 41,322 42,299 

減価償却累計額 △ 1,502 △ 15,583 △ 30,460 △ 34,630 
医療⽤放射性同位元素 25 25 -                      -                      

減価償却累計額 0 △ 25 -                      -                      
図   書 3,247 3,218 2,959 2,983 
美術品･収蔵品 35 36 69 69 
⾞両運搬具 22 25 105 313 
減価償却累計額 △ 3 △ 24 △ 36 △ 110 
建設仮勘定 1,925 0 104 7 
特許権 0 30 77 85 
ソフトウェア 67 26 72 8 
投資有価証券 0 1,403 599 201 
その他固定資産 17 98 89 61 

流 動 資 産   9,177 14,095 13,587 15,265 
現⾦及び預⾦ 6,135 8,869 7,379 9,383 
未収学⽣納付⾦収⼊ 22 39 34 34 
未収附属病院収⼊ 2,677 4,448 4,679 4,873 

徴収不能引当⾦ △ 98 △ 219 △ 148 △ 127 
有 価 証 券 0 199 700 399 
医 薬 品 282 375 238 250 
診 療 材 料 130 107 152 149 
その他の流動資産 25 274 550 301 

資 産 合 計 79,596 96,267 81,921 75,999 
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負 債 の 部 (単位：百万円) 借⼊⾦等の推移
中期⽬標期間 第1期 第2期

科⽬ 平成16年度 平成22年度 平成28年度 平成30年度
固 定 負 債 31,995 36,121 23,612 19,361

資産⾒返負債 5,837 10,883 11,014 9,764
債務負担⾦ 22,879 10,894 4,387 2,877
⻑期借⼊⾦ 3,277 12,973 5,146 4,139
⻑期未払⾦ -                    1,105 2,453 1,841
その他の固定負債 -                    265 611 737

流 動 負 債 9,455 13,315 12,100 13,365
運営費交付⾦債務 341 151 159 355
寄附⾦債務 1,606 2,960 3,947 3,985 借⼊⾦等には以下を含む
前受受託研究費等 177 432 574 680 ・債務負担⾦
⼀年以内返済予定債務負担 2,218 1,705 845 724 ・⻑期借⼊⾦
⼀年以内返済予定⻑期借⼊⾦ 1,087 1,295 980 429 ・⼀年以内返済予定債務負担⾦
未 払 ⾦ 3,319 5,721 4,784 4,736 ・⼀年以内返済予定⻑期借⼊⾦
その他の流動負債 704 1,048 808 2,451

負 債 合 計 41,451 49,436 35,712 32,727

純 資 産 の 部 (単位：百万円)
中期⽬標期間 第1期 第2期

科⽬ 平成16年度 平成22年度 平成28年度 平成30年度
資 本 ⾦ 35,622 35,617 35,617 35,617

政府出資⾦ 35,622 35,617 35,617 35,617
資本剰余⾦  941 5,259 238 △ 2,501

資本剰余⾦ 3,103 18,142 24,207 24,554
損益外減価償却累計額(Δ) △ 2,161 △ 12,870 △ 23,946 △ 27,027
損益外減損損失累計額(Δ) -                    △ 2 △ 2 △ 2
損益外利息費⽤累計額(Δ) -                    △ 9 △ 20 △ 25

利益剰余⾦ 1,581 5,953 10,353 10,156
前中期⽬標期間繰越積⽴⾦ 0 3,931 9,850 9,232
⽬的積⽴⾦ -                    -                    -                    -                    
積 ⽴ ⾦ -                    -                    -                    -                    
当期未処分利益
（当期未処理損失(△)） 1,581 2,022 502 923

純 資 産 合 計 38,145 46,830 46,209 43,272
負債純資産合計   79,596 96,267 81,921 75,999

第3期

第3期

29,461 26,867

11,358 8,169
0

5,000
10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000

H16 H22 H28 H30

借⼊⾦等

国⽴⼤学法⼈会計の仕組み

＜損益の均衡＞

国立大学法人は，公共的な性格から利益の獲得が目的ではなく，独立採算性

を前提としないことに加え，主な業務内容が教育・研究であるという特性を持って

います。よって，通常の運営を行った場合は損益が均衡する仕組みとなります。

（運営費交付金や授業料を受領したときは，実施すべき業務として債務を認識し，

実施すべき業務を行い，その相当額を収益化の基準に従って収益化する。）

＜借入金償却期間と減価償却期間のずれから生じる利益と損失＞

附属病院の借入金は病院収入から返済しますので，病院収益の一部が毎年の

返済に充てられます。建物等を取得した場合，減価償却費が発生しますが，この借

入金の返済期間と建物等の減価償却の期間が異なることから，各年度の損益に差

額が生じます。これらも現金の裏付けのない帳簿上の利益や損失となります。

＜利益処分＞

経費の節減や自己収入の増加などの経営努力によって利益が生じた場合には，

利益のうち，文部科学省の承認が得られた金額を目的積立金として積み立てること

ができ，翌年度以降の施設整備などに活用されます。



損益計算書
(単位：百万円) 経常費⽤・経常収益の推移

中期⽬標期間 第1期 第2期
科⽬ 平成16年度 平成22年度 平成28年度 平成30年度

業 務 費 31,960 37,565 43,089 43,895 
教 育 経 費 944 1,432 1,489 1,382 
研 究 経 費 1,119 2,393 2,406 2,505 
診 療 経 費 11,054 14,518 17,249 17,875 
教育研究⽀援経費 518 480 546 489 
受託研究(事業)費等 641 818 1,056 1,257 
⼈ 件 費 17,682 17,922 20,340 20,385 

⼀般管理費  589 696 765 828 
財 務 費 ⽤ 902 615 192 115 

⽀ 払 利 息 902 615 192 115 
雑   損 1 0 0 0 

経常費⽤合計 33,454 38,877 44,048 44,839 
運営費交付⾦収益 12,921 12,166 11,594 11,095 
学⽣納付⾦収益 3,943 3,729 3,888 3,852 
附属病院収益 15,398 21,083 24,506 26,449 
受託研究(事業)等収益 665 912 1,108 1,400 
寄附⾦収益 683 623 752 718 
施設費収益 22 126 59 23 
補助⾦等収益 -                      611 479 267 
資産⾒返負債戻⼊ 1,025 1,223 1,694 1,523 
その他の収益 147 433 434 449 

経常収益合計 34,807 40,908 44,517 45,780 
経 常 利 益 1,353 2,031 469 940 
臨 時 損 失 2,004 13 378 232 
臨 時 利 益 2,231 4 361 215 
⽬的積⽴⾦取崩額 -                    -                    -                    -                    

当期総損益 (△) 1,581 2,022 502 923 
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決算報告書(決算額)
(単位：百万円)

中期⽬標期間 第1期 第2期  収⼊内訳の推移
区分 平成16年度 平成22年度 平成28年度 平成30年度

 収⼊
 運営費交付⾦ 13,494 12,424 11,820 11,629 
 施設整備費補助⾦ 180 1,442 195 310 
 補助⾦等収⼊ 23 1,020 690 341 
 ⼤学改⾰⽀援・学位授与機構施設費交付⾦ -                45 33 33 
 ⾃⼰収⼊ 19,457 24,783 28,704 30,218 
  授業料、⼊学料及び検定料収⼊ 3,902 3,847 3,591 3,645 
  附属病院収⼊ 15,365 20,692 24,679 26,128 
  雑収⼊ 190 243 433 443 
 産学連携等研究収⼊及び寄附⾦収⼊等 1,657 2,138 2,015 2,498 
 引当⾦取崩 -                103 187 204 
 ⻑期借⼊⾦収⼊ 1,104 -                -                -                 ⽀出内訳の推移
 ⽬的積⽴⾦等取崩 -                -                51 0 

計 35,914 41,957 43,698 45,235 
 ⽀出
 業務費 28,935 32,547 37,948 39,677 
  教育研究経費 15,943 14,263 12,305 12,655 
  診療経費 12,992 18,283 25,642 27,021 
 施設整備費 1,284 1,487 228 343 
 補助⾦等 -                1,020 687 338 
 産学連携等研究経費及び寄附⾦事業費等 1,379 1,690 2,442 2,327 
 ⻑期借⼊⾦償還⾦ 3,039 3,478 2,411 1,432 

計 34,637 40,225 43,719 44,119 
収⼊−⽀出 1,277 1,732 △ 20 1,115 

第3期
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損益計算書(病院セグメント)
(単位：百万円)

区分 H22 H27 H28 H30
経常費⽤ 23,592 27,098 26,968 27,898

業務費 22,881 26,717 26,665 27,663
教育経費 43 64 48 11
研究経費 272 371 316 248
診療経費 14,479 16,244 16,302 16,988
受託研究費等 10 26 13 30
受託事業費 173 335 332 290
⼈件費 7,900 9,674 9,652 10,094

⼀般管理費 98 127 110 124
その他 614 254 192 110

経常収益 25,207 27,621 27,498 28,646
運営費交付⾦収益 3,433 2,540 2,992 2,455
附属病院収益 20,832 23,997 23,502 25,244
受託研究収益等 10 27 13 30
受託事業収益 211 379 345 349
寄附⾦収益 177 188 156 134
その他 542 488 489 432

経常利益 1,614 522 530 748
臨時損失 4 1 361 0
臨時利益 4 -                    361 0
臨時損益 -                    △ 1 -                    0
当期総利益 1,614 520 530 748
⽬的積⽴⾦取崩額 -                    98 -                    -                    
当期総利益 1,614 618 530 748
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外部資⾦の受⼊状況
受⼊⾦額の推移 （単位：百万円）

H25 H26 H27 H28 H29 H30
受託研究費 355 545 464 487 598 676
共同研究費 183 205 189 194 296 402
受託事業費 357 489 341 390 382 442
寄附⾦ 1,396 838 795 661 794 721
補助⾦ 1,729 1,103 661 688 1,436 339
科学研究費補助⾦等 1,216 1,105 972 952 935 1,013

外部資⾦により実施する研究を充実させることを⽬
的として、科学研究費助成事業 の獲得を⽬指す研究
者を積極的に⽀援するため、同年度科研費不採択者の
中か ら、①⼤型競争的資⾦（研究費 500 万円以上）
を⽬指す者、②40 歳以下の若⼿ 研究者、③⼥性研究
者を対象に、それぞれ公募・選考により研究助成⾦を
配分 した。また、科研費の申請に際して、ＵＲＡ、
名誉教授やベテラン教員などに よる査読を通じて有
益なアドバイスをもとに研究計画調書のブラッシュ
アップ を⾏った。さらに科研費をはじめ外部資⾦の
獲得のために、省庁等担当者による説明会を通じて、
学内研究者へ情報提供 を図った。

平成３０年度の取組
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財務指標

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

46.5% 45.8% 44.9% 45.4% 47.4% 47.2% 47.2% 46.4%

⼈件費 18,116 18,903 18,949 19,956 20,797 20,340 20,518 20,385

業務費 38,992 41,272 42,189 43,932 43,901 43,089 43,511 43,895

⼈件費⽐率
 ⼈件費÷業務費

業務費に占める⼈件費の割合を⽰す指標。
⽐率が低いほど効率性が⾼い。

Gグループ平均より低く，業務費は増加したものの⼈件費が減少したため，⼈件⽐率は減少した。

国立大学法人は便宜上，全国８６大学を各大学の規模等を踏まえAからHまでの８つのグループに分類しており，本学はGグループに属しており

ます。Gグループは，附属病院を有する中規模の２５大学のことで，弘前，秋田，山形，群馬，富山，金沢，福井，山梨，信州，岐阜，三重，鳥

取，島根，山口，徳島，香川，愛媛，高知，佐賀，長崎，熊本，大分，宮崎，鹿児島，琉球の各大学法人となります。
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財務指標

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

2.0% 1.8% 1.9% 2.3% 2.4% 1.8% 2.3% 1.9%

⼀般管理費 765 743 805 1,004 1,039 765 992 828

業務費 38,992 41,272 42,189 43,932 43,901 43,089 43,511 43,895

⼀般管理費率
 ⼀般管理費÷業務費

業務費に占める⼀般管理費の割合を⽰す指
標。⽐率が低いほど効率性が⾼い。

前年度修繕費の増加によりGグループ平均と同程度であったが，今年度は業務費・⼀般管理⽐共に増加し⼀般管理⽐率は昨年度より
減少した。
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財務指標

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

3.5% 3.8% 3.4% 3.8% 4.4% 4.2% 4.5% 4.6%

受託研究等収益 558 446 501 718 687 681 861 948

受託事業等収益 296 323 325 486 460 426 427 451

寄附⾦収益 631 887 705 558 890 752 770 718

経常収益 42,293 43,129 44,958 46,247 46,167 44,517 45,240 45,780

外部資⾦⽐率
 （受託研究等収益＋受託事業等収益＋寄附⾦収益）÷経常収益

経常収益に占める外部資⾦の割合を⽰す指
標。⽐率が⾼いほど外部資⾦の受⼊が拡⼤
している。

経常収益が増加したものの外部資⾦収益も増加したため，Gグループ平均より低いが外部資⾦⽐率は増加した。
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財務指標

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

249千円 261千円 276千円 256千円 264千円 230千円 227千円 213千円

教育経費 1,664 1,723 1,806 1,666 1,708 1,489 1,467 1,382

学⽣数 6,680 6,599 6,556 6,501 6,475 6,483 6,473 6,481

 教育経費÷学⽣数
学⽣当教育経費

学⽣1⼈当たりの教育経費を⽰す指標。この
数値が⾼いほど学⽣1⼈当たりにかけられた
教育経費が⼤きい。

補助事業の終了及び固定資産の⽼朽化（未更新）による減価償却費の減少により学⽣当教育経費は前年度より減少した。また，Gグルー
プ平均は増加したため乖離が⼤きくなった。
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財務指標

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

2,890千円 2,718千円 2,927千円 3,034千円 2,765千円 2,528千円 2,492千円 2,738千円

研究経費 2,644 2,530 2,725 2,866 2,593 2,406 2,312 2,505

常勤教員数 915 931 931 945 938 952 928 915

教員当研究経費
 研究経費÷常勤教員数
教員1⼈当たりの研究経費を⽰す指標。この
数値が⾼いほど教員1⼈当たりにかけられた
研究経費が⼤きい。

Gグループ平均より⾼く，今年度は次世代モビリティ社会実装研究センターや⾷健康科学教育研究センター等が本稼働となり，研究経費
が増加したため，教員当研究経費が増加した。
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財務指標

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

68.6% 69.7% 67.1% 68.6% 68.5% 70.4% 69.4% 67.6%

 診療経費 15,336 16,755 17,331 17,674 17,198 17,249 17,506 17,875

附属病院収益 22,350 24,031 25,840 25,749 25,090 24,506 25,228 26,449

⼈件費を除く診療活動に要する経費が病院
収益に占める割合を⽰す指標。この⽐率が
低いほど病院の収益⼒が⾼い。

診療経費⽐率

 診療経費÷附属病院収益

前年度に引き続き診療経費⽐率はGグループ平均よりも⾼いが乖離は少なくなった。また，病床稼働率の向上や診療体制の向上に伴い
病院収益が増加した結果，診療経費も増加した。
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平成３０年度 トピックス①



平成３０年度 トピックス②



平成３０年度の取組
●教育に関する取組
◇ 数理データ科学教育研究センター教育⾯における取組

◇ ⼿術⼿技研修センターの設置
　

◇ 授業料免除の拡大

⽂理を問わず、全学の初年次学部⽣が⼀般教養として数理情報及びデータ 科学に関するリテラシーを⾝に付けることを⽬標に、数理データ科学
教育研 究センターが中⼼となり、数理データ科学に関する教養教育科⽬を４科⽬ （「データ解析の⼿法と論理」、「データの利活⽤」、「パズル
で学ぶ計算 論的思考法」、「意思決定科学」）を試⾏科⽬として開講した。 なお、平成 31 年１⽉に、「⼤学における数理・データサイエンス教
育の全 国展開」として、本学提案の全学及び地域への数理データ科学教育研究セン ターを核としたプログラムの積極的な利活⽤を⽬的とする「ぐ
んま数理デー タサイエンス教育プログラム」が６拠点⼤学の協⼒校として採択された。

外科医の⼿術⼿技向上及び将来外科医を志す者の育成のため、ご遺体（篤志 献体）
を⽤いて⼿術⼿技研修を⾏う「群⾺⼿術⼿技研修センター」を平成 31 年 ４⽉に本学⼤
学院医学系研究科に開設する準備を⾏った。「群⾺⼿術⼿技研修センター」は、地域
医療研究・教育センターが中⼼となって運営することが決 定し、平成 31 年４⽉よりス
キルラボ部⾨に専任医師１名及び⾮常勤職員１名を 配置することとなった。平成 30 年
度は⼿術室を模した研修室および設備の整備 を⾏った。

優秀な学⽣の確保及び学⽣の修学意欲の向上のため、授業料免除（卓越）枠 の拡充を図っている。 当初は学部学⽣及び⼤学院修⼠課程の学⽣を
対象としていたが、現在ではＧ ＦＬ（グローバルフロンティアリーダー）育成コースの学⽣、平成 30 年度から は⼤学院博⼠課程の学⽣と対象を
拡⼤している。 平成 30 年度は、社会情報学部及び理⼯学部において推薦⼊試におけるＧＦＬ 特別枠及び、社会情報学部においてデータ解析特別
枠を導⼊し、合格者は「卓 越学⽣に対する授業料免除制度」の優先的適⽤の対象者とすることを決定し、 平成 31 年度から適⽤することとした。
これにより、特にＧＦＬ特別枠の学⽣に おいては、⼊学後すぐにＧＦＬプログラムの活動が可能となり、また、授業料 が半期免除になることによ
り、海外留学に際しての経済的⽀援の効果も期待で きる。



平成３０年度の取組
●研究に関する取組
◇ 次世代モビリティ本格稼動

◇ 医理⼯⽣命科学融合医療イノベーションプロジェクト

◇ 妊娠時禁煙継続のための⺟児⾒守りプロジェクト

次世代モビリティ社会実装研究センター（以下「センター」という。）では、 次世代⾃動⾞産業
振興に資する産学官⾦連携イノベーションの拠点形成を⽬指 し、次世代モビリティシステムの社会
実装研究と開発及び⾼度⼈材育成を⽬的 として、本格的に活動を開始した。特に、⾃動運転⾞両と
それを⽤いた運⾏シ ステムの社会実装を⽬指して整備した⾞両により⾃動運転の技術を研究・開発
し、企業や⾏政と協⼒して社会での運⽤実験を推進している。平成 30 年度に⾏った主な実証実験
としては、12 ⽉から３⽉まで前橋市・⽇本 中央バス（株）と協⼒して実施した「前橋市での⾃動
運転バスの実証実験運⾏」 があげられる。この実験は上⽑電鉄中央前橋駅とＪＲ前橋駅を結ぶシャ
トルバ スに⾃動運転バスを導⼊するものであり、都市部での⻑期の⾃動運転の実証実 験は他に例
がないうえ、バスの営業路線で運賃収受を⾏いながらの実証実験は 全国初の取組である。

加齢や脊髄⼩脳変性症などに起因する歩⾏障害の定量的評価は、⼤規模な３ 次元動作解析装置が必要となり、評価スケールを⽤いた⽬視による
主観的評価 が主流であった。 これに対し⼤学院理⼯学府准教授と医学系研究科脳神経内科学らの研究グル ープは、⾮接触で３次元の⽣体情報が取
得可能なモーションキャプチャデバイ スを⽤いて、歩⾏品質を可視化し、歩⾏障害および運動失調を客観的・定量的 評価を可能とするシステムを
開発した。 医療機関や⾼齢者施設等における実証試験を進め、リハビリ⽀援システムの 構築を⽬指している。

保健学研究科教授らの研究グループは、⼥性の喫煙ならびに受動喫煙から⺟ ⼦の健康を守るため、看護師・助産師・保健師による
妊娠中・分娩後の禁煙指 導を徹底し、出産後の⼥性の禁煙継続維持の⽀援ならびに、妊産褥婦・胎児・ 新⽣児・乳児に対して、夫・
パートナーによる受動喫煙の機会をなくすことを めざす上記プログラムを実施している。その⼀環として、妊娠中に禁煙した⺟ 親が
出産後も続けられるように⽀援する産学⺠ネットワークを発⾜させた。こ れまでの研究成果を踏まえ、禁煙を呼び掛けるバッジ、ポ
スター、パンフレッ ト、電⼦教材等の作製に取り組んでいる。



平成３０年度の取組
●社会貢献に関する取組
◇ 群⾺ちびっこ⼤学の開催

◇ 群⾺産学官⾦連携推進会議の開催

◇ 障害者の⽣涯学習⽀援活動に関する⽂部科学⼤⾂賞の受賞

国⽴⼤学の使命のひとつである社会貢献の⼀環として、⼦どもたちに実験な どを通じて学問の
⾯⽩さを体験してもらうことを⽬的に、「群⾺ちびっこ⼤学」 を平成 30 年８⽉ 10 ⽇から 13 ⽇ま
での４⽇間開催した。教員 53 名と学⽣スタ 群⾺⼤学 ‐ 7 ‐ ッフ 214 名により 28 ブースを出展し、
来場者数は 5,848 名であった。参加者の 多くは⼩学⽣であり、アンケートではまた来たいとの回
答が 90％を超えている。 また、平成 30 年度で第 14 回⽬を迎え、過去に参加者として来場した⼦
どもが 群⾺⼤学に⼊学し、学⽣スタッフとして参加したという事例も出てきており、 本学の活動
が地域に根付いている。

経済産業省関東経済産業局、群⾺県、前橋市、⼀般社団法⼈群⾺県銀⾏協会 代表理事
会などの協⼒を得て、前橋⼯科⼤学及び前橋商⼯会議所と共同で群⾺ 産学官⾦連携推進
会議を平成 30 年７⽉に主催した。基調講演では、ＮＰＯ法⼈ 科学技術と⼈類の未来に関
する国際フォーラム理事⻑、⽂部科学省科学技術・ 学術政策局産業連携・地域⽀援課
⻑、経済産業省産業技術環境局技術振興・⼤ 学連携推進課⻑、国⽴⼤学法⼈三重⼤学副
学⻑の４名が登壇し、⼤学発イノベ ーションや産学官連携の発展、地域イノベーション
の事例について講演した。

本学附属特別⽀援学校の卒業⽣が中⼼となって運営する「ひまわり会」が社 会との接点を増やし⽣活の質を⾼める余暇活動⽀援及
び本学公開講座への協⼒ などの活動実績が評価され、平成 30 年 12 ⽉に⽂部科学⼤⾂賞を受賞した。こ の賞について平成 30 年度にお
ける国⽴⼤学関係の受賞は９件である。 「ひまわり会」は本学教育学部の教授をはじめ、附属特別⽀援学校の教職員、 卒業⽣により
知的障害者の社会⾃⽴の⽀援等を⾏っている。本学の知的障害者 群⾺⼤学 ‐ 8 ‐ 向け公開講座において広報活動や外部問い合わせ窓⼝
を担うなどの協⼒関係に あることから、本学を通して推薦したものである。



群⾺⼤学基⾦の概要

2018年度の活用事例

 ●寄附⾦額（2019年３⽉末現在） （単位：百万円）

※受⼊額の上段は当期受⼊額，下段（ ）は前期からの繰越額
 ●寄付者の内訳（2019年６⽉末現在で累計）

同窓⽣・同窓⽣の家族 件
在学⽣・在学⽣の家族 件
退職者 件
在職教職員 件
⼀般の⽅ 件
法⼈ 件

件
※重粒⼦線治療基⾦に寄附いただいた分は含まれておりません

24

46

519

事   項 受⼊額 ⽀出額 現在額

(42)
5

(528)

5

7

14
重粒⼦線治療の普及・
発展に資する事業

学⽣の修学⽀援に
資する事業
⼤学運営全般に
係る事業

7
(22)

23

合計

合計

11

26 589
(592)

2,081

398
260
18
30

1,174
201

群馬大学では学生に対する支援、教育研究の質の向上および社会貢献活動の充実等を図ることを目的とし、「群馬大学基金」による寄附

金を募っています。皆様からお預かりした寄附金は、「学生の修学支援に資する事業」「大学運営全般に係る事業」「重粒子線治療の普

及・発展に資する事業」の3つの分野で活用されます。

2018 年度は、「学生の修学支援に資する事業」において、海外留

学に係る費用の一部補助及び経済的困窮学生に対する修学支援金の給

付。「大学運営全般に係る事業」において、本学教育学部附属幼稚園

の園庭等教育環境の整備。「重粒子線治療の普及・発展に資する事

業」において、2016 年度から継続している『重粒子線マイクロサー

ジェリーの臨床応用に対する研究開発』を行いました。




